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表―１ 石川あんしん道路情報 交通規制道路一覧 
 
能登半島地震による道路通行規制実施状況































































































































































































































































・片側交互通行   1箇所　(※八世乃洞門H21.12まで)
通行止め開始日時 通行止め解除日時






































































































 2011 年（平成 23 年）3 月 11 日 14 時 46 分、宮城県牡鹿半島の東南東 130km、仙台市
の東方 70 キロの太平洋の海底を震源とする東北地方太平洋沖地震が発生した。地震の規模
１－１ 研究の背景 
 1－１－１ 東日本大震災における被害状況と教訓 
 １－１－２ 日本における道路交通情報提供の概況と課題 
 １－１－３ 海外における道路交通情報提供の事例と日本との相違点 
 １－１－４ 今回の研究の背景 
１－２ 研究の対象と目的 
 １－２－１ 突発的な自然災害と道路交通情報の定義 




 １－４－２ 突発的な自然災害に関する用語 
 １－４－３ その他関係する主体の名称等に関する用語 
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はモーメントマグニチュード 9.0 で、日本周辺における観測史上最大の地震であった。 
 最大震度は宮城県栗原市で観測された震度 7 で、宮城・栃木・福島・茨城の 4 県 36 市町
村と仙台市内の 1区で震度 6強を観測した１）２）３）。 





2013 年（平成 25 年）11 月 8 日時点で、震災による死者・行方不明者は 18,534 人、建
築物の全壊・半壊は合わせて 39万 9,028戸が公式に確認されている６）。 
 
 
 図１－２ 被災から 1週間後の三陸海岸（2011 年 3 月 18 日、岩手県上閉伊郡大槌町・ 
吉里駅周辺（アメリカ合衆国海軍撮影） 
 
 交通網の被害については、警察庁は 2013 年 9 月 10 日現在、4,198箇所で道路の損壊が
あったと発表されている６）。岩手県山田町の船越半島や宮城県の南三陸町、牡鹿半島などに























図１－３ 津波の影響で泥水が堆積している仙台空港（2011 年 3 月 13 日、宮城県名取市） 
     （アメリカ合衆国空軍撮影） 
 
仙台空港は滑走路が津波で冠水し、空港ターミナルビルも大きな被害を受けたため、離

























た東北太平洋地域では、地震発生からおよそ 15 時 15 分～20 分の間である。 
 気象庁の大津波警報が発令されたのが、14 時 49 分、第１報の津波情報（予想到達時刻、
最大高さ等）が 14 時 50 分に発令されているので、住民は仮に津波情報を得てから実際の






模が想定を上回るものであったと考えられる。宮古市の田老地区は、総延長 2433m の X字
型、海抜 10m の巨大な防潮堤が城壁のように地区を取り囲んでおり、住民は万里の長城と
呼び、「津波防災の町」を宣言するほどであったが、それを破壊、越流した津波により地区

































































ることが認識されたと考えられる。                               
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 (アメリカ、Smart Route Systems社の場合) 






















































































































   雨 － 河川洪水、内水氾濫、斜面崩壊、土石流、（地すべり） 
   雪 － なだれ、降積雪、降雹、霜 
   風 － 強風、たつ巻、高潮、波浪、（海岸浸食） 
   雷 － 落雷、（森林火災） 
   気候－ 干ばつ、冷夏 
 
 地震・火山災害 
   地震－ 地盤変動、液状化、斜面崩壊、岩屑なだれ、津波、地震火災 












































































































































































































































































































































































 ２－２－１ 既存研究の整理の対象 
 ２－２－２ 既存研究の概観 
２－３ 既存研究の整理 
 ２－３－１ ニーズ・課題に関する研究 
 ２－３－２ 検証・考察に関する研究 
 ２－３－３ 情報収集・提供に関する研究 
























































ニーズ・課題 検証・考察 情報収集・提供 予測・効果 概論・その他 合計 うちＩＴの活用
1972 0 1 0 0 0 1 0
1973 0 0 0 0 0 0 0
1974 0 1 0 0 1 2 0
1975 0 0 0 0 0 0 0
1976 0 0 0 0 0 0 0
1977 0 0 0 0 0 0 0
1978 0 1 0 0 0 1 0
1979 0 0 0 0 0 0 0
1980 0 0 0 0 0 0 0
1981 0 0 0 0 0 0 0
1982 0 0 1 0 0 1 0
1983 0 0 0 1 0 1 0
1984 0 0 0 0 0 0 0
1985 0 0 1 1 0 2 0
1986 1 0 0 0 1 2 0
1987 0 0 0 0 0 0 0
1988 0 0 0 0 0 0 0
1989 0 0 0 0 0 0 0
1990 0 0 0 0 0 0 0
1991 0 2 0 2 0 4 0
1992 0 0 0 3 3 6 0
1993 1 0 2 10 5 18 0
1994 1 1 1 3 5 11 0
1995 1 2 5 11 9 28 0
1996 2 3 10 13 12 40 10
1997 1 3 1 25 9 39 6
1998 2 1 8 15 13 39 11
1999 3 3 1 9 5 21 8
2000 2 2 8 10 7 29 3
2001 6 2 8 8 9 33 8
2002 1 5 0 11 6 23 8
2003 2 5 5 7 3 22 9
2004 2 5 8 15 3 33 9
2005 2 4 9 5 6 26 10
2006 2 3 10 6 6 27 10
2007 2 2 9 12 10 35 6
2008 0 2 2 3 4 11 3
2009 0 0 1 1 0 2 0
2010 0 0 0 1 0 1 0
2011 0 0 0 2 0 2 0


















1972 1 0 0 0 0
1973 0 0 0 0 0 48豪雪
1974 2 0 0 0 0 七夕豪雨
1975 0 0 0 0 0
1976 0 0 0 0 0
1977 0 0 0 0 0 52豪雪
1978 1 0 0 0 0
1979 0 0 0 0 0
1980 0 0 0 0 0 56豪雪
1981 0 0 0 0 0
1982 1 0 0 0 0 長崎大水害
1983 1 0 0 0 0 山陰豪雨、59豪雪
1984 0 0 0 0 0
1985 2 0 0 0 0 61豪雪
1986 2 0 0 0 0
1987 0 0 0 0 0
1988 0 0 0 0 0
1989 0 0 0 0 0
1990 0 0 0 0 0
1991 4 1 1 0 0
1992 6 0 0 0 0
1993 18 0 0 0 0
1994 11 2 1 1 0
1995 28 1 0 1 0 阪神・淡路大震災
1996 40 5 3 2 0
1997 39 2 1 1 0
1998 39 3 3 0 0 高知豪雨
1999 21 2 2 0 0 佐原水害
2000 29 0 0 0 0 東海豪雨
2001 33 4 2 0 2
2002 23 1 1 0 0
2003 22 1 1 0 0 新潟・福島豪雨、福井豪雨
2004 33 5 3 2 0 中越地震
2005 26 8 7 1 0 18豪雪
2006 27 6 5 0 1 能登半島地震
2007 35 7 3 0 2 中越沖地震
2008 11 0 0 0 0 中国・九州北部豪雨
2009 2 0 0 0 0
2010 1 0 0 0 0 奄美豪雨・22豪雪
2011 2 2 1 0 1 新潟・福島豪雨、23豪雪、東日本大震災



































ニーズ・課題 検証・考察 情報収集・提供 予測・効果 概論・その他 計
論文数 31 48 90 174 117 460
うち災害に
関するもの
12 12 13 11 2 50
（うちITに
関するもの）
































































































































































































































































































































































 ３－５－１ 情報種類別必要度割合 
 ３－５－２ 情報別入手媒体件数 
３－３ 道路交通情報の提供状況 
３－４ アンケート調査の概要 
 ３－４－１ アンケート対象者の属性 
 ３－４－２ 平常時における能登有料道路の利用状況 
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出発前 テレビ ラジオ 新聞 電話問い合わせ インターネット 
町内回覧 近所からの口コミ その他（有線放送等） 
走行中 情報案内板 警告板 カーナビ（テレビ） ラジオ 













































































































































































































現住所 方角 最短（行き） 最短（帰り） 最長（行き） 最長（帰り） 平均（行き） 平均（帰り）
珠洲市 北東 0:00 0:05 3:00 1:00 － 0:27
能登町 0:10 0:10 1:00 2:00 0:26 0:45
輪島市 0:20 0:30 1:00 2:00 0:33 0:51
穴水町 0:00 － 1:00 － 0:20 －
七尾市 0:10 0:00 1:10 0:00 0:31 0:21
志賀町 0:26 0:20 － － 0:19 －
中能登町 0:00 0:00 0:20 － 0:10 －
羽咋市 0:05 0:05 0:40 0:40 0:26 0:28
宝達志水町 0:30 0:30 0:30 0:30 0:30 0:30
かほく市 1:20 0:30 1:20 0:30 1:20 0:30
金沢市 南西 － － 0:10 － 0:00 －
平均 0:18 0:14 1:01 0:57 0:27 0:33
地震時と平常時の所要時間の差の時系列的変化
3/25AM 3/25PM 3/26AM 3/26PM 3/27～31 4/1～
行き 0:00 0:20 0:00 0:40 0:00 0:15
帰り 0:00 0:00 0:20 0:10 0:00 0:15
行き 3:00 2:00 1:00 2:20 2:00 1:40
帰り 1:30 2:00 0:30 2:00 2:00 1:30
行き 0:48 0:45 0:26 1:30 0:43 0:45
帰り 0:48 0:53 0:25 0:39 0:40 0:43
行き 0.0009 0.0006 0.0001 0.0012 0.0003 0.0002












































































地震情報 795 331 196 55 67 2 55 44
建物情報 592 128 167 43 21 5 70 23
避難情報
（避難所情報） 473 117 132 21 11 16 43 48
道路交通情報 644 254 186 36 56 3 54 35
死傷者情報 670 155 176 13 16 0 12 10
ライフライン情報
（電気ガス水道） 482 122 136 27 19 17 57 41
救援物資情報 383 90 129 9 12 10 28 25
公共交通情報
（バス運行情報） 397 115 123 19 29 1 23 17
救急医療情報 367 95 119 14 15 2 18 33
その他情報 256 66 79 3 12 4 16 23
















































































































































































































































































































































被害の種類 国道 県道 市道 合計 割合 
全面亀裂（２車） 0 115 4 119 43％ 
全面段差（２車） 0 30 10 40 14％ 
盛土崩落（1 部） 0 18 13 31 11％ 
その他 13 53 23 81 32％ 
計 13 216 5 271 100％ 
※１ 271 ヶ所のうち、片側通行止め（１車線通行可）が 166 ヶ所(61％) 


































３月２９日（平日） ・柳田 IC～徳田大津 IC 供用再開 
・計測 
４月 １日（休日） ・計測 
４月１５日（休日） ・計測 
４月１７日（平日） ・計測 
４月２０日 ・徳田大津 IC～横田 IC 供用再開 
通行止４箇所，片側交互９箇所 
４月２４日（平日） ・計測 
４月２７日 ・横田 IC～穴水 IC 供用再開 
通行止１箇所，片側交互９箇所 
４月２９日（祝日） ・計測 
５月 ４日（祝日） ・計測 















国道 249 号(西側) 






② 95.4 輪島富来線 かほく市 輪島市 15 
③ 101.3 国道 249 号(東側) かほく市 輪島市 19 
④ 45.7 国道 159 号 かほく市 七尾市 12 
⑤ 46.2 七尾羽咋線 かほく市 七尾市 8 
⑥ 57.1 国道 249 号 穴水町 珠洲市 9 
⑦ 51.3 珠洲道路 穴水町 珠洲市 8 





























ルート ① ①´ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 計
3/29（平日） 0 0 8 9 0 0 4 1 0 22
4/1（休日） 0 0 2 8 0 0 1 0 0 11
4/15（休日） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4/17（平日） 0 0 0 0 4 0 0 0 0 4
4/24（平日） 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
4/29（休日） 0 0 0 0 5 0 0 0 0 5
5/4（休日） 0 0 0 0 4 0 0 0 0 4
5/8（平日） 0 0 0 0 4 0 0 0 0 4
5/13（休日） 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3





























































         
 






























     
図４-




















































































































































































































































































































































 ５-３-１ 平成２０年度（平成２１年１月）ゲリラ豪雪状況 
 ５-３-２ 対応策検討結果 
 ５-３-３ 平成２２年度（平成２３年１月）ゲリラ豪雪状況と対応結果 
５－５ 結果のまとめと考察 
５－４ 平成２０年度と平成２２年度の豪雪時の比較分析 
 ５-４-１ 平均遅れ時間及び平均遅れ旅行速度の比較 
 ５-４-２ 時間毎の変化における比較 




石川県七尾市では、平成 21 年 1 月 25 日の昼過ぎから最大 5cm/ｈの急激な降雪（以下、
「ゲリラ豪雪」）が発生し、市内中心部に向かう国道 159 号では最大約 7km の渋滞が発生
したほか、各地においても渋滞が発生した１）。（図５－１参照） 
また渋滞や除雪の遅れにより、救急搬送にも遅れが生じ、覚知から病院到着までの所要時




ず、救急搬送の遅れも約 9 分と、大きな支障は生じなかった。 


































































まず道路については、国道 159号にて中能登町から七尾市中心部に向けて約 7km の渋滞



































































































































































































































































































































no 覚知日 覚知時 発生場所 事故種別 出動時間 病着時間 今回 通常 遅れ時間 収容病院 全体運行距離（㎞）
1 1月30日 10:02 七尾市大和町 一般負傷 10:05 10:32 0:30 0:25 0:05 能登総合病院 2.0
2 1月30日 10:04 七尾市小島町 急病 10:07 10:42 0:38 0:25 0:13 恵寿総合病院 8.5
3 1月30日 13:30 七尾市御祓町 急病 13:32 13:58 0:28 0:15 0:13 能登総合病院 4.5
4 1月30日 15:54 七尾市大野木町 急病 15:56 16:48 0:54 0:45 0:09 恵寿総合病院 14.0
5 1月30日 19:36 七尾市本府中町 急病 19:38 20:09 0:33 0:20 0:13 恵寿総合病院 13.4
6 1月31日 8:20 七尾市新保町 急病 8:22 8:41 0:21 0:18 0:03 能登総合病院 13.2
7 1月31日 9:19 七尾市奥原町 一般負傷 9:22 9:57 0:38 0:30 0:08 能登総合病院 14.7
8 1月31日 11:22 七尾市御祓町 急病 11:24 11:40 0:18 0:15 0:03 能登総合病院 4.0
9 1月31日 11:33 七尾市津向町 転院搬送 11:33 12:09 0:36 0:15 0:21 能登総合病院 15.6
10 1月31日 11:54 七尾市佐味町 急病 11:57 12:27 0:33 0:19 0:14 能登総合病院 6.3
11 1月31日 13:07 鹿島郡中能登町黒氏 急病 13:09 13:47 0:40 0:31 0:09 恵寿総合病院 4.9
12 1月31日 13:39 七尾市田鶴浜町 交通 13:40 14:06 0:27 0:24 0:03 恵寿総合病院 17.7
13 1月31日 14:26 七尾市神明町 一般負傷 14:28 14:50 0:24 0:18 0:06 能登総合病院 3.6
14 1月31日 16:03 七尾市万行町 急病 16:04 16:36 0:33 0:30 0:03 能登総合病院 11.6
15 1月31日 17:43 七尾市藤橋町 急病 17:49 18:01 0:18 0:12 0:06 能登総合病院 6.7
合計 7:51 5:42 2:09 140.7








務組合消防本部の協力を得て、平成 21 年度 1 月 25～26 日のゲリラ豪雪時の記録(N=20件)


















































































































































































































































































































































































































説明変数 内容 単位 













ｘ８ 地震発生経過日数 日 






説明変数 偏回帰係数 ｔ値 単相関 
ⅹ１ 0.044 1.25   0.19 
ⅹ２ -0.213 11.17※※ -0.69 
ⅹ３ -0.098 3.56※※ -0.48 
ⅹ４ -0.051 3.50※※ -0.30 
ⅹ５ -0.005 1.66   0.02 
ⅹ６ -0.141 3.66※※ -0.54 
ⅹ７ -0.511 8.12※※ -0.66 
ⅹ８ -0.027 2.83※※ 0.02 
ⅹ９ -0.043 0.14   0.43 













説明変数 偏回帰係数 ｔ値 単相関 
ⅹ１ 0.001 0.03   0.08 
ⅹ２ -0.224 4.24※※ -0.76 
ⅹ３ -0.112 3.33※※ -0.45 
ⅹ４ -0.247 3.88※※ -0.82 
ⅹ５ 0.013 0.21   -0.68 
ⅹ６ -0.170 4.20※※ -0.71 
ⅹ８ -0.012 0.61   0.63 
ⅹ９ -0.117 0.36   -0.03 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 そこで地震発生直後の能登有料道路穴水 IC～柳田 IC間の他、国道 249号線等の 23か
所が通行止めとなった際の交通量や旅行速度を、簡単な交通量推計により推定したところ、
国道 249号東側では、交通量が集中していることがわかった。 
 また推定速度においても、アンケート結果の旅行速度とほぼ一致することから、この
結果はほぼ実際の状況を示していると思われる。 
そこｄ、次に、もし仮に交通渋滞情報を提供できたとし、国道 249 号東側ルートへの渋
滞発生が抑制されたと想定した場合の交通量配分の変化を算出することを試みた。その結
果、先ほどと比較して、東側ルートで交通量が減少しており、旅行速度も上昇した。これ
は渋滞改善が見込めることを示唆している。また西側ルートの交通量が増加していること
から、東側ルートの交通量が主に配分されていると推測される。 
したがって、災害時には交通渋滞情情報を十分に提供することにより、渋滞を低減でき
ると考えられる。よって、当研究で活用した交通量推計を活用し、通行止め等交通状況に
応じて交通量および旅行速度を推定し、必要に応じて想定旅行速度を情報発信することに
より、渋滞が発生する前に、先行して情報提供することが可能になると考える。 
 
（２）今後の突発的な自然災害に対する道路交通情報の対策の改善に向けて 
１）道路交通情報の運用の改善 
 以上の各章のまとめから、全体として、今後の道路交通情報のさらなる効果的、効率的
実施のための運用の改善点は次の通りである。 
 
＜道路交通情報の収集～提供までの全体設計＞ 
 今回の研究においては、①必要とされている道路交通情報のリサーチや②道路交通情報
の収集方法、及び③収集から情報提供までの連絡体制、そして④予測情報の提供の可能性
について分析を行ったが、これらは各々において分析を行っており、これら①～④までを
通じて全体のシステム・スキーム設計を行っておくことが必要である。 
 各々では有効に機能しても、一連の動作だと全体的に非効率な部分が見えてきたり、重
複する部分も見つけられ、更なる省略化できる部分もあるかもしれないことなどから、全
体を見渡せるトータルプロデュースが必要である。 
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＜評価プロセス及び代替手法の導入＞ 
 前述の①～④のプロセスにおいて、その４段階を固定せず、災害の発生状況や地域の実
情に合わせて適宜まとめたり、分割したり、または代替案を導入するもしくは入れ替える
などの柔軟な全体設計としておくべきである。 
 でないと、①～④までの一括のものが一つの標準であるというふうにしてしまうと、災
害の規模によっては、かえって無駄なプロセスがある場合もあるし、その点は柔軟な対応
で行うシステム設計としておくべきである。 
 
＜住民の参画＞ 
 この研究を継続していくためには、住民の参加が大変重要であるが、これらの参画をい
つでも可能とするよう、日頃から参画のためのコミュニケーションを図っていくことが必
要である。 
 そのため、日頃から住民アンケート等の情報を定期的にとり、その必要性等を分析する
とともに、住民に対してもその道路交通情報の提供について認識してもらうことも重要で
あると思われる。 
 そのためには、市町村などが定期的に行っている市民アンケートの中に盛り込む、また
は災害関連の日にシンポジウムやワークショップを行うことも考えられる。 
  
＜行政の参画＞ 
 これまでの研究の中では、行政の連携も不可欠であり、例えば道路交通情報データの収
集であるとか、その情報の行政間の連絡体制の強化についても、各行政の参画を同様に日
頃からコミュニケーションを図っておくことが必要である。 
 そのためには、各市町村及び都道府県の危機管理セクションであるとか、実際の災害時
の担当部局となる土木部、農林水産部との連携を日頃から深めておく必要がある。 
 加えて、有事の際に一番活動される警察や消防の情報についても、日頃から情報収集を
行っておき、災害時と比較しての情報を得られるよう準備をしておくことも必要である。 
 
＜企業の参画＞ 
 第２章で述べたように、近年は民間のナビシステムの発達により、様々な道路交通情報
データをリアルタイムかつ膨大に収集可能であるが、これは今のところ各企業内で集めら
れたデータのみを扱ってその中で情報提供しているのみである。 
 秦ら１）は、新潟県中越沖地震において、民間自動車会社のナビゲーションシステムを
活用し、通れた道路のマップを作成しており、道路交通情報の提供は可能と述べているが、
データ量が膨大となり処理に時間を要することや、道路管理者からは、無作為の車両のデ
ータを使用した場合、その時は通れてもその後通行止めとなることなどから、誤った情報
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を提供しかねない等の課題があると指摘している。 
またその研究では、データサンプリングは１５秒間隔であるが、データの提供は１日後
であり、即時性があるとは言えない段階であった。 
東日本大震災ではトヨタの G-book３）、ホンダのサイバーナビ４）により通過可能な道路の
情報提供を行ったが、いずれも一日毎の更新であり、即時性があるとは言えず、また本当
に通過可能かなどの信頼性についても今後改良していく点がみられた。 
 これまで述べてきたように、災害に対する道路情報提供対策については、住民、行政、
そして民間企業の三位一体となることが必要であることから、企業の垣根を越えた連携が
必要である。 
 そのためには、今行っている日本道路交通情報センターの業務について、今後さらに民
間参入を認めていくことを検討することも考えられる。 
 
２）法令制度のあり方 
 そして、さらに法令制度まで検討してみた場合、次の２つの点から整理が必要であると
考えられる。 
 
＜道路交通法の更なる緩和＞ 
 第１章で述べた日本道路交通情報センターの業務に関する更なる民間委託の規制緩和を
行い、経済的でより効率の高い道路交通情報の提供のあり方を追求するための民間がより
参入しやすいたいための緩和措置である。 
  
＜新たな災害時における交通情報の提供の指針の策定＞ 
道路交通法の中に「交通情報の提供に関する指針」２）が平成１４年に定められおり、そ
の中に災害時の情報提供も含まれているが、これまでの研究の成果でも述べたように、通
常時の道路情報の内容と種類、及び連絡体制や提供のあり方などが通常時と全く異なるた
め、新たに災害時における交通情報の提供の指針を策定し、独自に運用できるよう検討す
べきである。 
 
（３）今後の課題 
 最後に、本研究に残された課題として、以下の２点を挙げる。 
①我が国の災害時における道路交通情報については、ICTの進歩による技術の向上が大きく、
そのためには民間技術の導入を積極的に行うことが必要である。 
②その民間技術と行政が連携して情報収集及び提供を行うため、民間導入を行うためのス
キムづくりや継続したコミュニケーションが必要であり、日頃の災害訓練の中で、この
分野においても取り入れていくことが必要かもしれない。 
③また、民間から入手した情報をどう行政が判断していくかのための指針やアクションプ
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ランも検討しておく方がよい。 
④最後に、関係する法律についても改正を検討すべく、国などにその研究会を発足させ、
さらなる検討を行っていくことが必要である。 
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